
第 11回 CANPAN道場配布資料 

1 

１． 会計とは何か  会計は「カウンティング（counting）、すなわち「勘定」ではなく「アカウンティング（Accounting）」すなわち「説明」です。  それでは、誰に何を説明するのでしょうか？  
(1) お金が適切に使われたことを説明する 

 NPO にかかわらずどのような団体であっても、会計は必要です。お金を預った会計担当者、又は実際にお金を動かすことができる理事などが、その団体のお金を適正に使ったのかどうか、不正が行われなかったかどうかを報告する義務があります。  「会計担当者や理事を 100%信用します」と考えている人もいるかもしれませんが、少なくともお金を預る人に報告義務があるという規律を与えることは組織としては重要になってきます。  ただし、この範囲では会計報告は現金主義の収支計算書で問題はありません。  
(2) 予算どおりに実行されたかどうかを説明する 

 ２つめの考え方として、財団法人や社団法人で今まで採用されてきた旧公益法人会計の考え方があります。 これは、団体の総会で、今年はどのようなことにどのようにお金を使う予定なのか、という予算を策定し、理事や会計担当者はその予算に基づいて 1 年間の業務を行うと考えます。 会計報告は、この予算どおりに行われたのかどうかを報告する場になります。 予算と対比して決算を報告し、予算どおりに実行されたのかどうか、予算と違っていればなぜ違ったのかを報告することになります（国の会計もこれに近いですね）。 このような場合には、現金主義の収支計算書では不都合なことがあります。例えば、予算で 3 月にセミナーを開催する予定になっており、実際に開催もしました。しかし、たまたま講師に対する謝金の支払いが 4 月にずれこんでしまった、といったような場合に、予算どおりに事業は行ったのに、決算では、3 月に行われたセミナーの講師代が計上されなくなってしまいます。このような場合には、未払計上をし、セミナーの講師代を 3 月に計上することになります  
(3) 自分たちの団体のことを多くの人に説明する 

 (1)と(2)は、会計を報告（説明）するのは団体内部の人たちであるという考えでした。しかし、NPO 法の趣旨からすると、会計を報告するのは、内部の人ももちろんですが、これから NPO に関ろうとしている人、サービスを受ける人も含めた人たちに、自分たちの活動をより理解してもらい、共感してもらうために行うという考え方があるのです。  NPO 法においては、毎年の活動情報の公開が求められています。きちんと活動していることを、会計面、組織面、事業面から自ら情報を公開し、その内容をもって信用を積み重ねる。そのような思想がこの法律にはあります。 
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 各所轄庁でその法人の過去 3 年分の事業報告書や会計報告書がﾁｪｯｸできる、きちんと会計報告や事業報告がなされているか、内容がいろいろな人の批判に耐えうるものになっているか、それが毎年積み重ねられているか。この結果が NPO 法人の信用をつくる、と考えられているわけです。  ＜参考＞NPO 法の仕組み  他の公益法人：公益性の判断を行政が行う（許可主義）         行政が法人に対する指導監督権限を持つ         そのかわり税制上の優遇措置などがつく  NPO 法人：形式的な要件を整えていれば行政は法人化を認める（認証主義）       公益的な活動であるかどうかの価値判断に行政は踏み込めない（法律に違反している場合のみ指導権限がある）        公益性の判断は形式的なものにし、民間のマーケット原理に委ねる        よい活動をしている団体は透明性を高め、情報公開をしていき、サービスの内容が評価されれば、会員や支援者が増え、団体が成長していく。一方、あまりよくない活動をしている団体は、その内容が明らかにされれば支援者は離れ、サービスを請けたいと思う人も減る。そして団体は衰退していく。        法令の範囲の中で、NPO 法人が活動したとき、公益性の判断をサービスを受ける人たちや支援者たちに委ねようとしている。それが NPO 法人の「公益性」を担保する方法です。（NPO 法人ハンドブック シーズ）  
２． どのようにしたらわかりやすい会計報告ができるか 

(1) 行政や営利企業との違い 

 NPO はお金（活動資金）を得ようとする仕組みと考え方が独特です。行政のように財源があって予算を消化するような感覚では務まりません。かといって企業のように、何でも売れるものは売って相手から対価をいただくというわけにも行きません。  企業は売上に注目しますが、NPO はまず問題を解決するというテーマが先にあるので、売上ではなく、そのお金で何をするかに注目する組織です。  
(2) 勘定科目の工夫をする（支出の部） 

 まず、収支計算書の支出の部に注目してみていくことにします  ＜具体例＞   在日外国人の支援をしている NPO 団体です。活動の内容は、在日外国人に対する日本語講座を開催する事業（「日本語講座事業」）と、依頼に基づいて通訳をする事業（「通訳事業」）の２つです。   以下に２つの収支計算書（支出の部）があります  
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Ⅱ 支出の部  (1)印刷製本費     300,000  (2)旅費交通費     200,000  (3)会場費       300,000  (4)謝礼金       400,000  (5)地代家賃      300,000 支出の部合計      1,500,000 
 Ⅱ支出の部 １．事業費 (1) 日本語講座事業 900,000 (2) 通訳事業    300,000  (3)事業費合計   1,200,000 ２．管理費 地代家賃     300,000 支出の部合計     1,500,000   左側の収支計算書ではなにに使われたのかはわかりますが、どのようなことに使われたのかがわからず、漠然とした収支計算書になります  右側の収支計算書では、この団体の 2 つの活動について、それぞれどれくらいのお金がどのように使われているのかがわかり、その団体の活動がよりクリアになります    

(3) 勘定科目に工夫をする（収入の部） 

  NPO にとっての収入とは、お金を作る行為（資金調達活動）です。NPO の資金調達には、大きく分けると ① 会費収入 ② 寄付金収入 ③ 助成金、補助金収入 ④ 事業収入 の４つがあります。 それぞれどのような特色があるのか、見ていきます  ① 会費収入 会費収入は、団体の方針に沿っている限り自由に使えるお金です。補助金や助成金などは使途が限られていることが多く、不自由なお金であることと比べると、自分たちが自由にやりたいこと、やらなければならないことを実施していくには、会費収入という土台をしっかりと築くことが大切です。  会員の中には、出した会費の分に対する見返りを求める人がいますが、そのような場合には会員の意識改革も重要です。  そもそも会員は団体の活動と趣旨に賛同してお金を出し、一緒に行動することを約束した人たちです。従って、団体のサービスの受け手として、自分が受けるサービスに見合う対価を支払うだけでは不充分です。  年会費の半分くらいは見返りというよりもその団体の活動に対する継続的な寄付行為と考えて、会費を払ったり集めたりするとよいでしょう    
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② 寄付金収入 NPO にとって寄付金は大きな資金源です。しかし、現実に寄付を募集していないNPO もたくさんあります。 どのようにしたら寄付が集まるでしょうか？その要件をいくつか考えて見ます (a) 知り合いなどの紹介者がいる (b) 信頼できるかどうか判断するための団体の情報が簡単に入手できる →会計情報や事業報告書が入手しやすい（ホームページで公開をするなど） (c) 使い道がはっきりしていて共感が持てる →実際にそのお金が何に使われ、どのような人たちに、どのように役に立っているかがわかる (d) 小額である        また、寄付を集める行為は、単なるお金が目的なのではなく、むしろ次のステップへのマーケティング活動だと考えるといいと思います。新しい支援者を創造する行為になります   ③ 補助金、助成金収入     補助金は主に行政が政策的に促進したい公益的活動に支出するものであり、助成金は主に企業や財団などから、活動の支援のために、一定のプログラムに従って提供される資金です。     さまざまな補助金や助成金がありますので、自分たちの活動の趣旨と合うものを見つけることが必要です     ただ、補助金や助成金に頼りすぎると、活動の支出以上に補助金や助成金がもらえることはありませんから、逆に活動が苦しくなってしまうこともありますので注意が必要です。   ④ 事業収入     事業収入はサービスやモノに一定の対価を発生させるものです。     NPO の資金調達には事業収入が大切であることは言うまでもありません。     しかし、簡単に最初から対価が取れるならビジネスとして成立するので営利企業が進出してくるはずです。NPO は、社会的な問題を解決したいという思いが重要であり、対価を得ることや給料を得ることが目的になってしまっては本末転倒になってしまいます。     特に行政の委託事業などの割合が高くなると、社会的使命よりも雇用の確保や組織の存続目的が優先されがちになるので注意が必要です。      
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科  目  名 金 額 Ⅰ 収入の部 １．会費収入  (1)正会員収入  (2)賛助会員収入  

 

200,000    100,000 ２．事業収入  (1)日本語講座事業 
(2)通訳事業  

500,000 

500,000   ３．寄附金収入 100,000              
 

      300,000       
  1,000,000 

100,000 収  入  合  計（Ａ）   1,400,000 Ⅱ 支出の部 １．事業費  (1)日本語講座事業費 ①印刷製本費   ②会場費     ③謝礼金       (2)通訳事業費 ①旅費交通費  ②謝礼金    ２．管理費  (1)通信費  (2)消耗品費  (3)賃借料 
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100,000      支  出  合  計（B）   1,300,000 
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収支計算書              ○年度特定非営利活動に係る収支計算書○年度特定非営利活動に係る収支計算書○年度特定非営利活動に係る収支計算書○年度特定非営利活動に係る収支計算書                    ○年○月○日から○年○月○日まで○年○月○日から○年○月○日まで○年○月○日から○年○月○日まで○年○月○日から○年○月○日まで                                                                                    特定非営利活動法人××××××特定非営利活動法人××××××特定非営利活動法人××××××特定非営利活動法人××××××    （単位：円）（単位：円）（単位：円）（単位：円）                    

  ＜参考＞ 長野県NPO ｾﾝﾀｰ 計算書類チェックリスト http://www.npo-nagano.org/kaikei/iinkai/index.html 
 

 

科  目  名 金 額 Ⅰ 収入の部 １．会費収入  (1)正会員収入  (2)賛助会員収入  

 

200,000    100,000 ２．事業収入  (1)日本語講座事業 
(2)通訳事業  

500,000 

500,000   ３．寄附金収入 100,000              
 

      300,000       
 

1,000,000   100,000 収  入  合  計（Ａ）   1,400,000 Ⅱ 支出の部 １．事業費  (1)日本語講座事業費     会場費    印刷製本費    通信費    広告宣伝費   (2)通訳事業費     旅費交通費    謝礼金    広告宣伝費  事業費合計 

 

     
500,000 

300,000 

50,000 

50,000 

 

50,000 

150,000 

100,000    ２．管理費  (1)通信費  (2)消耗品費    (3)賃借料  
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10,000 

 

 

 

 

 

 

900,000   
 

   300,000 
1,200,000       

 

 

100,000 支  出  合  計（Ｂ）   1,300,000 当期収支差額（Ｃ＝Ａ－Ｂ）    100,000 前期繰越収支差額  （Ｄ） 30,000 次期繰越収支差額  （Ｃ+Ｄ）  

130,000 

①全ての提出書類の日付は「西暦」又は「平成」で統一してください。設立最初の年は法務局登記完了の日からを書きます。 
②すべての計算書類に共通して（単位：円）を書きます

③ 収 入の 種 類別 に 分け て 書きます 
④全ての事業収入金額をまとめた数字で書かず、事業ごとに分けて収入金額を書きます 

⑤事業費と管理費を分けて書きます 
⑥全ての事業費支出金額をまとめた数字で書かず、事業費ごとに分けて支出金額を書きます ⑦事業ごとに事業支出の内訳を科目別に書きます ⑧当期の資金の増加分です ⑨前期の収支計算書の次期繰越収支差額です ⑩当期末の資金の合計額です。貸借対照表の資金と一致します。 
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(4)事業報告に沿って会計報告をする     通常、会計報告は、総会で事業報告に続いて行われます。そのときに、よくみられるのが、事業報告と会計報告にまったく連動が見られないということです。  ＮＰＯにとって、使命を達成し、社会にどのような影響を与えたか、ということが成果です。活動の成果を報告するのはあくまでも事業報告です。それでは会計はどのような位置づけになるかというと、「どのような資源にどれくらいの資金が使われ、それがどのようにアウトプットである成果の達成に役に立ったのか」に関する情報であるということになります。   そうすると、会計報告は、「成果の報告である事業報告といかに関連付けて行われるのか」という視点がたいせつなのではないでしょうか？会員や寄附者、ボランティアをしている人などは、事業報告により、ＮＰＯがどのような成果をあげているのかを知り、会計報告により、自分たちの提供している資金（労働も含む）がその成果にどのように使われているのか、役に立っているのかを知ることができます。  (5)まとめ   NPO の信頼性を高めるために事業報告、会計報告が重要であることはわかりました。それでは、他の団体がどのような事業報告、会計報告を行うことで信頼性を高めているのかは気になるところです。   そこで、全国の様々な NPO の中から、事業報告、会計報告の中からモデルとなるようなものを選び、公開する NPO 会計のポータルサイトを作りました。 どのようなところが良いのかなどのコメントを付した上で、公開する予定です。どのような事業報告、会計報告が NPO にとって望ましいのか、実例を見ながら考え、議論していただく場になることを目指しています。 次に、この NPO 会計のポータルサイトについて説明をします。  
３． NPO 会計のポータルサイト   このポータルサイトは、NPO を会計、税務の面から支援している専門家集団であるNPO 法人 NPO 会計税務専門家ﾈｯﾄﾜｰｸが構築したものです。 このポータルサイトの目的は、NPO にとって悩ましい会計税務の問題について、解決の方策を見つけ出すことを容易にするためのツールとして、NPO に役立つことです。  NPO＠PRO のホームページ上に会計税務に関するポータルサイト（入口のページ）を構築し、全国の支援センターとの連携により、個別NPOへの周知、会計税務に関する情報の収集と発信を行うことを目的としています。   具体的な内容としては以下のようなものを考えています  (1)事業報告書、会計報告書の実例サンプル集を公開する予定です  全国の NPO が公開している事業報告書、会計報告書のうち、モデルとなるようなもの     をいくつかピックアップし、どのようなところが良いのかなどのコメントを付した上で、ポータルサイト上に公開する予定です。どのような事業報告、会計報告が NPO にとって望
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ましいのか、実例を見ながら考え、議論していただく場になることを目指しています。  (2) 会計、税務のQ&A集を作成する予定です   NPO の会計、税務についての Q&A集を作成しています。これから NPO を立ち上げようとしているような人を対象とした初心者用から、実際に出てきた質問を基にして作成した実務者用のものなど幅広く作成する予定です。NPO の会計、税務について、疑問が出たときに、一番最初のとっかかりとして利用していただければと思っています。  (3) 全国の NPO の税務、会計の相談会や講習会の情報を提供する予定です   全国のどこで、いつ、どのような NPO の会計、税務の相談会や講習会が行われるのかをカバーしていきたいと思っています。Q&A集などで解決しないときは、相談会や講習会を利用していただくことを考えています。  (4) 会計ツールの紹介をする予定です   会計ソフトや会計日誌など、NPO 用の会計ツールを紹介し、どのような特色があるのかを明らかにします  (5) 電話ナビゲーションを始める予定です   ポータルサイトの使い方がわからない場合に、電話でお教えするｻｰﾋﾞｽです。単なるオペレーションだけではなく、質問や相談した内容によってポータルサイトに載っているどのサービスを利用するのが良いかについても相談できるようにしたいと思っています。   
４．ブログと会計、そしてオープンソース  NPOの目的は、自分たちの掲げたミッションを達成し、世の中に変化を起こすことです。そのために、自分たちの団体のことを多くの人に知ってもらい、共感してもらい、支援してもらうためにブログやホームページ、会計などがあります。  ブログによって多くの人たちに会計の重要性や自分たちの活動を知ってほしいという思いで始めました。  (1)アクセス数にはこだわっていきたい  ブログをやるからにはアクセス数にはこだわっていきたいです。アクセスが少なければ単なる自己満足に終わってしまうからです。ブログをやる理由は、ブログを通して何か世の中に変化を起こしたい、ということですので、アクセスがなければそもそも変化を起こしようがないからです。  今後の目標 ・ 一日のアクセスが 500 件以上になるようにしたい（現在、平日 200～400 件） 「1000 人の同志が集まると世の中を変えるきっかけになる」  アクセス数を増やす方法 ① 更新を頻繁にする ② 内容を充実させる 
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③ タイトル付けを気をつける ④ 読みやすくする工夫をする    行間を空ける、タイトルをつける、重要なところは色文字などにする、文章構成に気をつける、、箇条書きにする、最初に何の話をするか予告する ⑤ トラックバックをする（これはうれしい） ⑥ コメントが出るような仕組みを（課題です）  (2)「NPO 会計マニュアル」をブログを使って作りたい    経理の経験も簿記の知識もない小規模な NPO の会計担当者向けに「NPO 会計マニュアル（仮称）」を作りたいと企画しています。 ① 大それたものではなく、30～40ページくらいの小冊子形式のものにする ② 見開き 1ページでワンテーマとする ③ 文字数は少なくし、図などを入れて、できる限りわかりやすくしたい ④ 今度お目見えする予定の NPO 会計税務専門家ネットワークのポータルサイトに電子小冊子としてデビューさせたい    この NPO 会計マニュアルについて意見募集をブログで行っています   ① NPO 会計マニュアルについてどう思うか ② どのような点を工夫したらいいと思うか ③ どんな点に困っており、どんなテーマを取り上げて欲しいのか  できる限り現場の悩みを解決できるものにしたい、と思い、ブログを利用していろいろな人の声を反映できたら、と夢見ています  http://blog.canpan.info/waki/archive/73  (3)ブログにはものすごい可能性がある   ブログにはものすごい可能性があります。メーリングリストもたくさんやっていますが、メーリングリストとは広がる世界が違います。ブログを通して地域とつながる、ブログを通してその分野に関心のある人とつながるようにしたいです。 ① ブログを通して自分の得た情報をできる限り頻繁に情報発信をする ② ブログを通して自分の分野の知識をできる限りわかりやすくまとめて発信する ③ ブログを通してその分野に関心のある人とコメントやトラックバックでつながるようにする 


